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あなたは正しく

が使えていますか



正しいケンカ売りは

もの作りの世界を変えますよ

本日語るのはそんなお話。



ニコニコ動画上では流行のネタというもの

が存在する

レッツゴー陰陽師、テニミュ、

ごっすん、ハルヒ、

らき☆すた、俺のターン

それらが短時間でものすごい盛り上がりを

見せ、そして世代交代していく



一つの動画の再生数が伸びることではない

面白かったネタの動画を元にしてさらなるネタ動

画が作られる

同じネタ、同じジャンルの動画がたくさん作られて

いる状態を盛り上がっているという事が多い

例 　ドナルド人気でドナルド ばかりに



そんなニコニコ動画でもの作り系の動画を
流行らせるにはどうすればよいのか

もの作りでもネタのぱくりと、派生作成によ
るさらなる昇華が行われていけば良いので
はないか

これが仮定条件



時はさかのぼって、 年 月 日



「 で長門有希」が投稿され大人気を博す

私はこれをみて「なるほどこれは良い着眼点だ」と
思うと同時に「たいしたことではないな」とも思った



早速同等の事を行えるツールを作成し、自分のブログ
に掲載した



しかし、まねっこで投稿された「 で巴有希奈」も併せて人気
を博しておりニコニコ上では賛辞のコメントが踊っていた

それを眺めているとちょっぴり面白くない

(この程度の技術力で……、発想はすげえけど……)



と来ていたので 御三家をそろえる
ために「 で柊つかさ」を作成、同じ土俵で
勝負することにした



この 御三家で絵を描くシリーズは当

時ちょっとだけ話題になり「○○で××」と

いうタグでクラスター化していった

技術系「才能の無駄使い」の元祖みたいな

もの



「○○で××」タグはちょこっとだけ
盛り上がり、様々なアイディアで動
画が投稿されていく

「 の写真チャンネルで、柊かがみ」

「文字列でらき☆すた を再現してみた」

「 でつるぺったん」

などはこのときに作られた作品



このときのプチムーブメントは「○○で××」という

タグのみで繋がっている状態

「○○で××」のタグを頻繁にチェックしている人

しか、動画間の類似性がわからなかった

さらに、当時暴れ回っていたタグ荒らしに全部タ

グを消されるといった事件が起き 個以上あった

動画は散り散りに

現在一部が復刻されてはいるが、当時の動画す

べてが含まれているわけではなかったりする



「日本語プログラミング言語で××」
(http://www.nicovideo.jp/watch/sm397793
現在は削除されて無い)
という人がいたので

「 で小神あきら」
(http://www.nicovideo.jp/watch/sm401198)
なる動画を作って対抗してみた。

相手は見ていないらしく反応が無い　→　しょぼーん

削除済みデータ無し

対抗



連鎖で動画が作られているといって
も、反応動画を作る方が一方的にリス
ペクトするばかりでネタ元にされた動画
作者はそれを知るすべがほとんど無い
といったあたりにニコニコ動画の構造
的限界を感じる

ネタをぱくって対抗した方にとってみて
は、ネタ元が尊敬の対象なので反応し
てもらえるとめちゃくちゃうれしい

そのへんなんとかできないものかとい
う問題



動画間リンクを考えているさなか、 年 月 日「初
音ミク」が発売される
そして「初音ミクが来ない？来た？」騒動が勃発
「初音ミクが来ない？来た？ 最終版 」

ワンカップ 伝説の起点、知らない人は今すぐ見に行け



ワンカップ その頃は名無し の

「初音ミクが来ないのでスネています」

に対しての

氏の突っ込み動画

「初音ミクが来たのでスネていません」

これを見たとき心底びっくりした。



動画説明文にて

「 の動画に影響されて作

りました」

とか語るのがせいぜいだったそれ

までの動画間リンキングとは全く

違い

動画の中身でもって、別の動画に

対してダイレクトにコミュニケーショ

ンを取っている



もう一歩踏み出すことで新しい動画間コミュニ

ケーションが形成されるに違いないと確信

というわけでその一歩を進めるために「初音ミ

クが来ない？来た？」騒動に参加していく事

になる



そしてワンカップ がネタにのり、 氏と
私 不在通知 を意識した内容の動画を作成

これをもって動画を使って作者間での双方向コミ
ュニケーションが成立した

あらゆる意味で記念碑的な瞬間



ここからはニコニコ技術部のお話
年 月 日に例のはちゅね時計が投稿される

「初音ミク（はちゅねミク）のねぎ回しを実際に作ってみ
た」

これは面白い、工作動画をプッシュして世界を広げよう
と思った



そのための手順は既に確立しているではな

いか

反応動画を作成しよう、迅速に

それがはちゅね時計動画を広める最善の策

そしてネギ振り動画は連鎖を続け、今に至る



つまり、ニコニコ技術部はタグができた最初

の時から既に動画間コミュニケーションが存

在していた次第

ネタでネタに返す「ケンカ売り」の構造は、深

いリスペクトの現れでもある

そして、楽しく面白いケンカ売りがニコニコ技

術部の世界を広げていった



ニコニコ動画はネタを中心とした

コミュニケーションの場

相手を意識した動画作成が、

お祭りとコミュニケーションを生み出す







おしまい


